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指標名

定義等

年　度

目標値

実績値

指標名 町主催学習講座の参加率

２　基本施策指標

指
標
１

過去１年間の生涯学習の実施率（参加住民割合）

生涯学習に参加した住民の割合

計画策定時（Ｈ19） 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 目標値（H24）

　 48%

未調査 未調査 未調査 未調査 未調査

１　施策の概要

基本方針
住民一人ひとりの学習・スポーツニーズに応じた多様な講座・講演会・イベント等の開催と、自主サークルを
活性化するとともに、学習・スポーツの成果発表の機会を拡大する。

現状と課題

 【現状】（平成２１年度末）  【現状】（平成２3年度末）

生涯を通じ学習やスポーツの関わりを持たせるため、
住民の年齢層に適応した機会の創出を図っている。

生涯を通じ学習やスポーツの関わりを持たせるため、
住民の年齢層に適応した機会の創出を図るとともに、
スポーツイベント参加者に対し助成を行い、スポーツ
活動の促進を図っている。

 【課題】（平成２１年度末）  【課題】（平成２3年度末）

「いつでも・どこでも・だれでも」が学び、スポーツ
を楽しむまちづくりを持続的に進めていくために、今
後も指導者の育成等を図っていくことが必要である。

「いつでも・どこでも・だれでも」が学び、スポーツ
を楽しむまちづくりを持続的に進めていくために、今
後も指導者の育成等を図っていくことが必要である。
また、住民参加率の向上を図るため、住民が参加しや
すい環境の工夫も必要となっている。
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教育振興課長　横田　和幸

単位施策 学習・スポーツ活動の推進
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計画策定時（Ｈ19） 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 目標値（H24）

指
標
６

計画策定時（Ｈ19） 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 目標値（H24）

指
標
５

計画策定時（Ｈ19） 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 目標値（H24）

指
標
４

町主催スポーツ講座の参加率

スポーツ講座の住民参加率（まちづくりアンケート）

計画策定時（Ｈ19） 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 目標値（H24）

30%

16.30% 14.41% 12.90% 7.08% 16.01%

指
標
３

週に１回以上、スポーツ活動を行う住民の割合

住民のスポーツ活動の参加割合（まちづくりアンケート）

計画策定時（Ｈ19） 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 目標値（H24）

70%

未調査 未調査 未調査 未調査 48.65%

指
標
２

町主催学習講座の参加率

町民大学等への住民の参加率（まちづくりアンケート）

計画策定時（Ｈ19） 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 目標値（H24）

30%

15.20% 15.00% 10.90% 11.98% 18.65%

　

目標値

実績値

７
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⑤
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⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

評価結果

① Ａ

４　施策の個別評価【Ａ : 評価が高い　Ｂ : やや高い　Ｃ : やや低い　Ｄ : 低い】

評価の視点 理　由　、　説　明　等

妥　当　性
学習・スポーツ活動の推進については、住民の世代層に応じた生涯学習や生涯スポーツの
機会を提供していくうえで重要な施策である。

オムイ杯交流パークゴルフ大会協賛金 生涯教育係 100 Ａ 終了 Ａ

スポーツイベント参加助成金 生涯教育係 180 Ａ 継続／現状維持 Ａ

スポーツ等合宿招致調査研究事業 生涯教育係 0 Ｂ 継続／現状維持 Ｂ

スポーツ教室推進事業 生涯教育係 116 Ａ 継続／現状維持 Ａ

雄武町スポーツ振興事業 生涯教育係 104 Ａ 継続／現状維持 Ａ

スポーツ大会推進事業 生涯教育係 355 Ａ 継続／現状維持 Ａ

生涯学習推進事業 生涯教育係 670 Ａ 継続／現状維持 Ａ

３　単位施策を構成する事務事業の評価結果等

【貢献度の区分　Ａ : 高い　Ｂ : やや高い　Ｃ : やや低い　Ｄ : 低い　Ｅ : なし】

№ 事　　務　　事　　業　　名 担当係名
23年度
決算額

（千円）
総合評価

今後の
展開方向

単位施策へ
の貢献度

① Ａ

② Ｂ

③ Ｂ

④ Ａ

⑤ Ａ

　Ａ : 政策目標の達成に効果的であり、現在の施策を継続することが必要　等

　Ｂ : 政策目標の達成に効果的であるが、具体的な課題の解決に向けて一部取組を改善するなど、施策を充実することが必要

　Ｃ : 政策目標がほぼ達成されていることから、施策が一定の役割を終えつつあり、終期を見据えて縮減することが必要　等

　Ｄ : (1)政策目標の達成に効果的であるが、事業構成が十分ではなく、新たな事業構築など取組を全体的に見直すことが必要

　　　(2)政策目標の達成に向けた効果が認められないことから、施策の廃止も含めて抜本的に見直しすることが必要　等

学習・スポーツ活動の推進については、住
民が参加しやすい環境の工夫が必要である
ことから、本施策を継続していくものとす

同左

学習・スポーツ活動の推進については、活
動機会の提供及び活動の支援により、住民
意識の向上が図られていることから、引き
続き現行施策の推進を図ることが必要であ
る。

同左

継続／現状維持 継続／現状維持

５　総合評価【Ａ～Ｄ】

自己評価（一次評価） 評価会議評価（二次評価） 町長評価（三次評価）

Ａ Ａ

効　率　性
本施策については、住民に対する周知啓蒙のほか、住民自身の意欲等に拠るところが大き
いが、適正な事業予算執行のもとで、概ね効率的な施策の推進を図った。

公　平　性 本施策の効果は、地域住民全体に及ぶことから、公平性は確保されている。

町民意見の反映
学習・スポーツ活動の推進については、社会教育委員の会議等の意見を取り入れながら、
対応を図っている。

妥　当　性
機会を提供していくうえで重要な施策である。

有　効　性
本施策の実施により、生涯学習や生涯スポーツへの参加意欲の高まりが見られ、、概ね有
効に施策の推進を図った。

今後の方向性

＊今後の方向性の区分
　　○継続／現状維持又は拡充又は縮小又は統合又は内容の見直し・変更　　○終了　　○休止　　○廃止　

ことから、本施策を継続していくものとす
る。


